
　

歌
詞
は
、
公
募
に
よ
り
全
国
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
80
作
品
の
中
か
ら
、
石
原

一か
ず

輝て
る

さ
ん
（
東
京
都
）の
作
品
を
選
定
。

市
歌
作
曲
家
選
定
委
員
会
で
選
定
さ
れ

た
作
曲
家
の
新に

い

実み

徳と
く

英ひ
で

さ
ん
が
作
曲
し
、

都
城
市
歌
「
希
望
に
み
ち
て
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
誰
も
が
口
ず
さ
み
た
く
な

る
よ
う
な
、歌
い
や
す
い
曲
で
す
の
で
、

末
永
く
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
学
校

や
地
区
公
民
館
、
自
治

公
民
館
な
ど
に
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
行
事

な
ど
で
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
役
所
４

階
の
秘
書
広
報
課
で
も

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
歌
の
完
成
と
新
都
城
市
合
併
10
周

年
を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

６
月
28
日
㈰

　

13
時
30
分
開
場
〈
予
定
〉

　

14
時
開
演
〈
予
定
〉

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料  

※
整
理
券
が
必
要

●
整
理
券
の
配
布
場
所

　

総
合
政
策
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

　

入
場
者
に
は
、
市
歌
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｃ
Ｄ
や
楽
譜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
先
着
順

希
望
に
満
ち
た
都
城
を
イ
メ
ー
ジ

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

市
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
活
用
く
だ
さ
い

◎問い合わせ
　総合政策課　☎23ｰ2115

平成28年１月１日に合併10周年を迎えるに当たり、郷土愛の高揚や、市民の一体感の醸成、市のPRなど
を図るため、都城市歌を制定しました。

一
、 

高た
か

千ち

穂ほ

の
峰み

ね　

輝か
が
や

い
て 

希き

望ぼ
う

に
満み

ち
た　

朝あ
さ

が
来く

る 
若わ

こ

人う
ど

の
力ち

か
ら　

結む
す

び
合あ

い 
築き

ず

く
よ　

明あ

日す

の　

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城 

明あ
か

る
い
笑え

顔が
お　

あ
ふ
れ
て
る

二
、 

大お
お

淀よ
ど

川が
わ

の　

水み
ず

清き
よ

く 

人ひ
と

々び
と

集つ
ど

い　

語か
た

り
合あ

う 

や
さ
し
い
心こ

こ
ろ　

育は
ぐ
く

ん
で 

夢ゆ
め

を
ひ
ろ
げ
る　

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城 

幸し
あ
わ

せ
ま
ち
に　

あ
ふ
れ
て
る

三
、 

あ
や
め
の
花は

な

も　

桜さ
く
ら

木ぎ

も 

時と
き

を
忘わ

す

れ
ず　

野の

を
染そ

め
る 

豊ゆ
た

か
な
自し

然ぜ
ん　

ほ
こ
ら
か
に 

歴れ
き

史し

重か
さ

ね
る　

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城 

文ぶ
ん

化か

の
香か

お

り　

あ
ふ
れ
て
る

作
詞　

石
原
一
輝

補
作　

都
城
市
市
歌
選
定
委
員
会

作
曲　

新
実
徳
英

希き

望ぼ
う

に
み
ち
て 

都み
や
こ
の
じ
ょ
う城
市し

歌か

事

先
着
順

東
京
音
楽
大
学
客
員
教
授

新
実 

徳
英
さ
ん

　歴史ある都城市の市歌を作
曲させていただいたことは、
私にとって大きな喜びでした。
明るく、親しみやすい曲がで
きたと自負しています。
　機会あるごとに、学校や各
種行事などで歌い継いでいた
だければ、作曲者としてこれ
ほど嬉しいことはありません。
　斉唱、二部合唱、四部合唱、
吹奏楽、合唱と吹奏楽の合同と、
いろいろな形で楽しんでいた
だけるよう願っています。

都城市歌が完成しました♪

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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本
年
度
市
役
所
で
は
、
来
庁
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
良
く
手
続
き
や
相
談
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、
あ
い

さ
つ
や
接
客
姿
勢
な
ど
の
接
遇
向
上
の
ほ
か
、
待
ち
時
間
の
短
縮
や
迅
速
な
対
応
が

と
れ
る
よ
う
、
公
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
と
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
運

用
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に
策
定
し

た
接
客
理
念「
私
た
ち
都
城
市
職
員
は
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
思
い

や
り
と
気
配
り
の
心
で
応
対
し
ま
す
」

に
基
づ
い
て
、
職
員
が
講
師
を
務
め
る

研
修
を
行
う
な
ど
、
接
遇
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

本
年
度
、
民
間
の
講
師
に
よ
る
研
修
の

ほ
か
、
消
防
学
校
や
自
衛
隊
へ
の
派
遣

研
修
な
ど
を
行
い
、
お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
た
気
持
ち
の
良
い
接
遇
能
力
を

身
に
付
け
た
り
、
非
常
時
や
緊
急
時
に

的
確
な
対
応
が
と
れ
る
能
力
を
高
め
た

り
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
有
財
産

で
あ
る
保
有
す
る
全
て
の
書
類
を
適
切

に
管
理
す
る
た
め
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
平
成
23
年
度
か
ら
開

始
。
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
全
て
の
部

局
で
導
入
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
既
に
導
入
済
み
の
公
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
、
適
正
に
維
持

管
理
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

① 

書
類
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
職
員
の

意
識
が
向
上
し
、
情
報
公
開
や
個
人

情
報
保
護
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
切
な
申
請
書
類
な

ど
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

② 

市
が
保
有
す
る
全
て
の
書
類
に
つ
い

て
、
分
類
し
て
見
出
し
を
作
っ
た
こ

と
で
、
書
類
を
探
す
時
間
が
大
幅
に

短
縮
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
窓
口
で

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
す
る
際
の
待

ち
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

③ 

書
類
に
加
え
て
、
備
品
な
ど
を
置
い

た
り
収
納
し
た
り
す
る
場
所
も
細
か

く
指
定
。
事
務
室
が
整
理
さ
れ
雰
囲

気
が
明
る
く
な
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
を
効
率
的
、
か
つ
、
機
能
的
に

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
書
類

を
年
度
ご
と
に
、
目
的
に
応
じ
た
フ
ァ

イ
ル
に
分
け
て
管
理
し
ま
す
。そ
し
て
、

当
該
年
度
と
前
年
度
の
書
類
を
事
務
所

に
、
前
々
年
度
以
前
の
書
類
を
書
庫
に

置
く
こ
と
で
、
効

率
的
な
管
理
が
で

き
ま
す
。
必
要
な

書
類
や
様
式
を
必

要
な
と
き
に
素
早

く
取
り
出
せ
る
の

で
、
手
続
き
の
時

な
ど
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
待
ち
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

民
間
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
接
遇
を
目
指

し
、
外
部
の
専
門
講
師
に
よ
る
窓
口
業

務
を
行
う
職
員
を
対
象
に
し
た
接
遇
集

中
研
修
の
ほ
か
、
全
て
の
職
員
を
対
象

に
し
た
講
演
会
や
、
管
理
職
を
対
象
に

し
た
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
行
動
を
見
つ

め
直
す
と
と
も
に
、
職
員
の
連
帯
感
や

協
調
性
、
緊
急
時
の
対
応
力
を
高
め
る

た
め
、
新
規
採
用
職
員
を
県
消
防
学
校

に
、
採
用
後
10
年
が
経
過
し
た
職
員
を

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
に
派
遣
。
生

活
体
験
や
動
作
訓
練
、
普
通
救
急
救
命

訓
練
、
そ
の
他
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

接
遇
向
上
の
取
り
組
み
を
強
化
。

気
持
ち
の
良
い
接
客
に
努
め
ま
す
。

公
文
書
を
適
切
に
管
理
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る

先
進
の
手
法

お
も
て
な
し
力
の
向
上

派
遣
研
修

◎
問
い
合
わ
せ 
接
遇
向
上 

職
員
課 

☎
23
ー
２
１
１
９

 

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム　

 

総
務
課 

☎
23
ー
２
１
１
７

ス
テ
ッ
プ
①

ス
テ
ッ
プ
②
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市
の
条
例
で
は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

は
指
定
袋
を
使
っ
て
指
定
さ
れ
た
日
時

に
出
す
こ
と
や
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
清
潔
に
管
理
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
伴
い

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が
多
く

な
る
と
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
増
設
や

移
動
が
必
要
な
箇
所
も
出
て
き
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
は
、
設

置
場
所
周
辺
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
調
整
役
を
担
っ

て
い
る
の
が
自
治
公
民
館
で
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
、
地

域
の
自
治
公
民
館
で
維
持
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
を
交
代
制
で
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
は
、
ご
み
を
出
す
と
い

う
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
問
題
に
、

市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
７
月
の
第
４
日
曜
日

を
「
環
境
美
化
の
日
」
と
定
め
、
市
内

全
域
で
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
作
業
を

自
治
公
民
館
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、

地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
伴
い
、

地
区
に
よ
っ
て
は
収
集
曜
日
の
変
更
や
、

収
集
コ
ー
ス
の
見
直
し
に
よ
り
収
集
時

間
帯
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
収
集
時

間
帯
が
午
後
か
ら
午
前
に
な
っ
た
地
域

で
は
、収
集
後
に
ご
み
が
出
さ
れ
る
と
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
が
残
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
出
し
は
、
必
ず
収
集
日
の
朝
８

時
30
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」の
分
別
方
法
が
変
わ
っ
て
も
、

「
資
源
ご
み
」
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
従
来
ど
お
り
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
紙
類
、
空
き
缶
、
び
ん
類
、

白
色
ト
レ
イ
は
、
大
切
な
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
。

　

各
自
治
公
民
館
で
は
、
資
源
ご
み
置

き
場
を
設
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
も
行

い
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、

ご
み
が
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
治
公
民
館
は
、
ご

み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
と
維
持
管
理

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

取
り
組
み

環
境
美
化
の
取
り
組
み

ご
み
出
し
は
、
収
集
日
の
朝 

８
時
30
分
ま
で
に

自治公民館は、地域
住民の暮らしを快適

で安心・安全なもの
にす

るため、個人ではで
きないことを共助の

精神で取り組んでい
ます。

今回は、自治公民館
の環境に対する取り

組みを紹介します。

この機会に地域で協
力することの大切さ

を考えてみましょう
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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地域で取り組む
環境づくり

◎問い合わせ　環境
業務課　☎24‒5560

西町自治公民館

館長田村 治義さん

　

西
町
自
治
公
民
館
の
館
長
を
引

き
受
け
て
13
年
目
に
な
り
ま
す
。

３
月
か
ら
ご
み
の
収
集
曜
日
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
私
の
住
む
地
域

で
は
、
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に

維
持
管
理
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
種
類

が
増
え
ま
し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色

ト
レ
イ
が
、
誤
っ
て
燃
え
る
ご
み

の
袋
に
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

を
呼
び
か
け
、
こ
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
皆
さ
ん
と
共
に
、
元
気
で

住
み
良
い
ま
ち
を
維
持
し
て
い
き

た
い
で
す
。



✂

キ
リ
ト
リ

農業用廃プラスチックは
「焼かない  捨てない  リサイクル」

保存版

9 広報都城5月号

◎問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課）　☎23-2425

廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営者が自己
責任で適正に処理するよう法律によって義務付けられています。不法焼却や不法投棄をすると、5年以下の懲
役または1,000万円以下の罰金が科せられます。また、被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックな
どは、強風時に飛散させないように注意しましょう。

肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、PO系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、
かん水チューブ、不織布など

「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

費用：１kgあたり22円68銭（デポジット券または現金にて徴収）

費用：１kgあたり６円48銭（デポジット券または現金にて徴収）

廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程

塩化ビニールのリサイクル収集日程

収集日程 収集場所 収集時間
５月 21日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（三股町大字蓼池4439番地１） 14：00～16：00６月 11日（木）・25日（木）

７月

９日（木）

28日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
（上長飯町883）

９：00～16：0029日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918－2）

30日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481）

８月 ６日（木）・20日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00～16：00９月 10日（木）・24日（木）
10月 ８日（木）・22日（木）
11月 12日（木）・26日（木）

12月

１日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
９：00～16：00２日（水） アグリセンター都城　高城農産センター

３日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
10日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00～16：00１月 ７日（木）・21日（木）
２月 ４日（木）・18日（木）
３月 10日（木）

8月
25日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13：30～16：00

26日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
27日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

1月
26日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
27日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
28日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

●黒いサイロ用ビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬びん、ハウスバンドなどは収集しません。
　産業廃棄物処理業者で適正に処分してください。
●初めての人は、委任状作成のため印鑑を持参してください。
●よく乾燥させ、同種の資材で縛って搬出してください。


